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問
鴻
巣
市
の
人
口
推
計
に
つ
い
て
、
今

後
の
人
口
推
計
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま

た
、
減
少
傾
向
に
あ
る
人
口
推
計
に
ど
う

対
応
す
る
か
に
つ
い
て
伺
う
。

答
本
市
の
人
口
を
見
ま
す
と
、
合
併
日

の
平
成
17
年
10
月
１
日
が
12
万
８
０
２

人
、
22
年
４
月
１
日
が
12
万
９
８
１
人
、

2₄
年
４
月
１
日
が
12
万
５
４
１
人
、
2₆
年

４
月
１
日
が
11
万
９
４
９
４
人
と
、
緩
や

か
な
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
と
平
成
₅2
年
を
比
較
す
る

と
、
人
口
は
約
₈2
％
、
特
に
1₄
歳
ま
で
の

年
少
人
口
は
₆₄
％
、
1₅
～
₆₄
歳
ま
で
の
生

産
年
齢
人
口
は
約
70
％
と
、
著
し
く
減
少

す
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

活
力
あ
る
自
治
体
運
営
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
人
口
減
少
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の

庁
内
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
て
全
庁
的
に

取
り
組
み
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
本
市
の

状
況
を
把
握
し
、
地
域
の
未
来
を
見
据
え

た
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
議
論

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
、
今
後
予
定
し
て

い
る
地
域
版
総
合
戦
略
や
第
６
次
総
合
振

興
計
画
へ
確
実
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

問
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

答
市
民
の
皆
さ
ん
に
健
康
づ
く
り
へ
の

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ「
夏
期
巡
回
・
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
」が
、
陸
上
競
技
場
を

会
場
と
し
て
８
月
21
日
金
曜
日
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
り
、
日
本
中
に

本
市
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
の
様
子
が
ラ
イ
ブ

中
継
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
。

答
財
政
調
整
基
金
は
、
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
年
度
間
の
財
源
の
調
整
な
ど
を

行
う
た
め
の
も
の
で
す
が
、
本
市
の
平
成

2₆
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
に
つ

き
ま
し
て
は
、
約
₃1
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

問
合
併
特
例
債
の
利
用
状
況
及
び
今
後

の
活
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
2₅
年
度
ま
で
の
合
併
特
例
債
の

利
用
状
況
と
し
て
は
、
２
１
４
億
２
０
７

０
万
円
と
な
り
、
合
併
特
例
債
発
行
可
能

額
３
２
７
億
６
０
０
０
万
円
の
₆₅
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
は
、
新
市
建
設
計
画
に
基

づ
く
合
併
市
町
村
の
速
や
か
な
一
体
性
の

確
立
と
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
事
業
に

対
し
て
起
債
で
き
る
も
の
で
、
本
市
に
お

い
て
は
、
新
市
建
設
計
画
の
期
間
を
５
年

間
延
長
し
た
こ
と
か
ら
、
合
併
後
1₅
年
間

の
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
27
年
度
は
、
本
庁
舎
改
修
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
計
17
事
業
、
総
額
で
1₆
億
７
９

０
０
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
27
年

度
予
算
編
成
後
の
合
併
特
例
債
の
発
行
可

能
額
の
残
額
と
し
て
は
約
₃₆
億
円
程
度
の

見
込
み
で
す
。

本
市
の
人
口
減
少
の
傾
向
と
対
応
は

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
と
は

鴻 

友 

会（
₃5
分
）

問
本
市
の
人
口
減
少
の
傾
向
と
こ
れ
か

ら
の
本
市
の
対
応
は
。

答
わ
が
国
の
人
口
は
平
成
21
年
を
ピ
ー

ク
に
、
今
後
急
速
な
人
口
減
少
が
進
む
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
現
状

は
、
穏
や
か
な
減
少
な
が
ら
も
、
今
後
は

人
口
減
少
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
年
少
人
口
や
生
産
年
齢
人
口

が
著
し
く
減
少
す
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
活
力
あ
る
自
治
体
運
営
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

現
在
国
が
進
め
て
い
る「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」に
基
づ
き
、
平
成
27
年

度
に
お
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

た
地
域
版
総
合
戦
略
や
地
方
創
生
先
行
型

事
業
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
と

は
。

答
国
は
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
、
人
口
減

少
等
に
よ
り
公
共
施
設
等
の
利
用
需
要
が

変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
早
急
に
公
共
施
設
等
の
全
体

の
状
況
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
を

も
っ
て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担
を
軽

減
・
平
準
化
し
、
公
共
施
設
等
の
最
適
な

配
置
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
は
、
こ
の
よ
う
な
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

指
針
等
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
等
の
整

備
・
改
修
を
中
・
長
期
の
視
点
か
ら
計
画

的
に
行
う
た
め
の「
公
共
施
設
等
総
合
管

第
６
次
総
合
振
興
計
画
に
吹
上

北
側
社
会
体
育
施
設
建
設
は

コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ（
20
分
）

問
市
長
は「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」を
推

進
し
て
い
く
公
約
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
国

に
お
い
て
も
平
成
27
年
度
は「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
も
あ
る
。
市
長
の
公
約
は
、

ま
さ
に
国
策
に
合
致
し
て
い
る
と
思
う
。

「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」こ
そ
が
毎
年
数
億

円
の
単
位
で
増
え
続
け
る
保
健
医
療
費
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
最
も
効
果
的
な
カ
ン

フ
ル
剤
で
あ
る
と
考
え
る
。
身
近
な
施
設

で
楽
し
み
な
が
ら
市
民
の
健
康
づ
く
り
、

こ
れ
こ
そ
が
最
高
の
財
政
政
策
で
あ
る
。

現
在
吹
上
地
域
に
は
コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ

が
社
会
体
育
施
設
と
し
て
た
だ
ひ
と
つ
存

在
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
吹
上
北
側

地
域
に
社
会
体
育
施
設
が
絶
対
に
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
鴻
巣
地
域
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら

公
民
館
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
体
育
室

を
併
設
し
て
お
り
川
里
の
施
設
に
も
併
設

し
て
い
る
状
況
で
す
。
申
し
上
げ
て
お
き

た
い
こ
と
は
、
吹
上
北
側
地
域
へ
の
社
会

体
育
施
設
の
必
要
性
で
あ
り
ま
す
。
今

後
、
吹
上
北
側
地
域
に
お
い
て
何
ら
か
の

施
設
の
設
置
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
一
つ

が
ま
さ
に
ご
質
問
の
社
会
体
育
施
設
で

す
。

　
今
後
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
市
長
が
平
成
27
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
く
各
種
事
業
を
提

案
、
説
明
し
、
そ
れ
に
対
し
各
会
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
※
質
問
時
間
は
、
10
分
＋
会
派
人
数
×
５
分
で
す
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
予
算︵
案
︶に
つ
い
て

鴻 

創 

会（
₄5
分
） 代

表
質
問

市
長
の
施
政

方
針
に
対
す
る
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理
計
画
」の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

開
始
す
る
も
の
で
す
。

　
本
市
の
現
状
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
合

併
後
の
10
年
間
に
お
い
て
、
財
政
的
に
有

利
な
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
地
域
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
し
た
基
盤
整
備
を
計
画
的
に

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
に
充
実

し
た
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
最
大
の
検
討
課
題
と
し
、「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

災
害
支
援
体
制
整
備
事
業

み
ど
り
の
校
庭
推
進
事
業

か
い
え
ん
た
い（
25
分
）

問
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、

災
害
発
生
時
の
避
難
所
対
策
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
設
備
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設

置
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
事
業
に
お

い
て
、
今
後
の
計
画
は
。

答
福
祉
避
難
所
で
あ
る
田
間
宮
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
、
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄

電
設
備
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
の
４
校
に
続
き
、
指
定
避
難
所
で

あ
る
吹
上
小
学
校
へ
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

と
太
陽
光
パ
ネ
ル
付
照
明
灯
を
設
置
し
ま

す
。
今
後
は
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
市
内
の
全
小
学
校
へ
順
次

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
運
動
意
欲
の
増
進
や
温
暖
化
対
策
、

さ
ら
に
、
校
庭
の
砂
塵
飛
散
防
止
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
校
庭
芝
生
化
に
つ

い
て
、今
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
計
画
は
。

答
す
で
に
、
笠
原
、
下
忍
、
小
谷
、
鴻

巣
中
央
の
４
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
子
供

た
ち
の
反
応
は
、「
裸
足
で
走
れ
て
、
気
持

ち
が
い
い
」な
ど
、
好
意
的
な
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
大
変
好
評
で
す
。
芝
生
の
植
え

込
み
作
業
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
で
は
、

児
童
や
保
護
者

に
加
え
て
、
地

域
の
皆
さ
ん

の
協
力
も
あ

り
、
学
校
と
地

域
の
連
携
に
つ

な
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、

毎
年
１
校
程
度

実
施
し
て
い
き

ま
す
。

地
方
版
総
合
戦
略
は
ど
う
作
る
か

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

公
明
党（
25
分
）

問「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」を

受
け
て
鴻
巣
市
に
お
け
る
地
方
版
総
合
戦

略
を
ど
う
作
り
あ
げ
る
か
。

答
国
の
総
合
戦
略
を
受
け
、
地
方
は
各

地
域
の
人
口
推
計
を
分
析
し
、
自
立
に
つ

な
が
る
よ
う
な
戦
略
に
つ
い
て
責
任
を

持
っ
て
作
成
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
平
成
27
年
度
に
は
地
方
版
総
合

戦
略
を
子
育
て
環
境
の
整
備
に
係
る
事

業
、
健
康
増
進
を
図
り
長
寿
社
会
実
現
に

よ
る
人
口
維
持
を
図
る
事
業
、
地
域
防
災

に
係
る
事
業
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
本

市
の
地
域
特
性
を
反
映
し
た
総
合
戦
略
の

柱
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」は
地
域
に
と
っ

て
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
推
進
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
自
主
性
・
主
体
性
を
発
揮

し
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
地
域
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
広
く
関
係
者
の
意
見

を
反
映
し
、
持
続
可
能
な
都
市
と
し
て
活

力
に
あ
ふ
れ
る
健
康
な
鴻
巣
市
を
創
っ
て

い
き
ま
す
。

問
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
ど
う
な
の
か
、
今
後
の
進
め
方

を
伺
う
。

答
市
内
の
公
共
施
設
の
適
切
な
管
理
に

基
づ
き
、
最
適
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、「
健
康
な
ま
ち
」す
な
わ
ち「
ま
ち
の
健

康
」の
実
現
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も「
公

共
施
設
総
合
管
理
計
画
」策
定
に
関
し
て

は
、
市
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

◦�

道
の
駅
整
備
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

第
６
次
総
合
振
興
計
画
に
吹
上

北
側
社
会
体
育
施
設
建
設
は

コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ（
20
分
）

問
市
長
は「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」を
推

進
し
て
い
く
公
約
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
国

に
お
い
て
も
平
成
27
年
度
は「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
も
あ
る
。
市
長
の
公
約
は
、

ま
さ
に
国
策
に
合
致
し
て
い
る
と
思
う
。

「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」こ
そ
が
毎
年
数
億

円
の
単
位
で
増
え
続
け
る
保
健
医
療
費
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
最
も
効
果
的
な
カ
ン

フ
ル
剤
で
あ
る
と
考
え
る
。
身
近
な
施
設

で
楽
し
み
な
が
ら
市
民
の
健
康
づ
く
り
、

こ
れ
こ
そ
が
最
高
の
財
政
政
策
で
あ
る
。

現
在
吹
上
地
域
に
は
コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ

が
社
会
体
育
施
設
と
し
て
た
だ
ひ
と
つ
存

在
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
吹
上
北
側

地
域
に
社
会
体
育
施
設
が
絶
対
に
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
鴻
巣
地
域
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら

公
民
館
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
体
育
室

を
併
設
し
て
お
り
川
里
の
施
設
に
も
併
設

し
て
い
る
状
況
で
す
。
申
し
上
げ
て
お
き

た
い
こ
と
は
、
吹
上
北
側
地
域
へ
の
社
会

体
育
施
設
の
必
要
性
で
あ
り
ま
す
。
今

後
、
吹
上
北
側
地
域
に
お
い
て
何
ら
か
の

施
設
の
設
置
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
一
つ

が
ま
さ
に
ご
質
問
の
社
会
体
育
施
設
で

す
。

　
今
後
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

芝生化された校庭（鴻巣中央小学校）


